
解
説
書
を
超
え
た
強
力
な

ツ
ー
ル
・
判
決
を
読
む

は
じ
め
に

税
理
士
業
務
に
は
解
説
書
で

は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
力
で
解
決

策
を
考
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
自

己
解
決
」
の
た
め
に
判
決
は
強

力
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

自
分
の
抱
え
る
問
題
点
が
判

決
の
事
実
関
係
と
合
致
し
て
い

れ
ば
、
判
決
の
結
論
は
自
己
解

決
を
導
い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

仮
に
、
事
実
関
係
が
少
し
ず

れ
て
い
た
と
し
て
も
、
判
決
の

事
実
認
定
、
法
解
釈
を
検
討
す

る
こ
と
で
問
題
点
の
整
理
と
自

己
解
決
へ
の
道
筋
を
示
し
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

納
税
者
が
勝
訴
し
た
判
決
ば

か
り
で
は
な
く
負
け
た
判
決
に

も
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
の
で

す
。
こ
の
強
力
な
ツ
ー
ル
を
活

用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
判
決
書
は
争
点
を
明

示
し
て
い
る
た
め
、
難
解
と
い

わ
れ
る
判
決
文
も
か
な
り
読
み

や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

何
事
も
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
で

す
。
実
際
に
判
決
に
触
れ
て
、

人
の
子
で
も
あ
る
裁
判
官
が
下

す
判
決
の
面
白
さ
を
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

１
、判
決
書
の
構
成

民
事
事
件
の
判
決
書
は
、

「
主

文
」
、「
事

実
」
、「
理

由
」

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
主
文
」
は
判
決
の
結
論
を

示
し
て
い
ま
す
。「
事
実
」
は

当
事
者
間
に
争
い
の
な
い
事
実

と
裁
判
所
が
認
定
を
す
る
事
実

が
含
ま
れ
ま
す
。「
理
由
」
は
、

主
文
に
至
る
裁
判
官
の
判
断
過

程
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
１１
月
２１
日
東
京
地

裁
（
Ｚ
８
８
８－

１
３
１
７
）

の
判
決
書
を
み
る
と
、「
事
実
」

に
当
た
る
部
分
は
簡
単
な
事
案

の
紹
介
、「
法
令
の
定
め
」
、「
争

い

の

な

い

事

実
」
、「
争

点
」
、

「
争
点
に
関
す
る
当
事
者
の
主

張
の
要
旨
」
と
項
目
だ
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
節
を
改

め
て
「
当
裁
判
所
の
判
断
」
と

続
き
ま
す
。

判
決
書
に
争
点
と
関
係
す
る

法
令
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、「
理
由
」
に
当
た
る
「
当
裁

判
所
の
判
断
」
を
読
む
上
で
非

常
に
役
に
立
ち
ま
す
。
裁
判
官

は
、
法
令
に
規
定
す
る
課
税
要

件
に
沿
っ
て
、
事
実
を
評
価
し

法
解
釈
を
す
る
の
で
す
か
ら
、

読
み
手
も
常
に
法
令
に
立
ち
返

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
争

点
が
明
確
で
あ
る
と
、
結
論
に

直
結
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
傍
論

を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

判
決
書
の
構
成
を
頭
に
置

き
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
て
読
め
ば
、
判
決
も
単
に
難

解
な
読
み
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
、Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の

一
次
情
報

判
例
集
に
は
、
判
決
書
の
本

文
の
前
に
「
判
決
要
旨
」
、「
判
示

事
項
」
と
い
う
判
決
理
由
を
整

理
し
箇
条
書
き
に
し
た
索
引
に

当
た
る
も
の
が
付
い
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
で
は
判
決
要
旨

に
当
た
る
も
の
を
一
次
情
報
と

い
い
ま
す
。
税
務
訴
訟
資
料
が

出
る
ま
で
の
一
次
情
報
は
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
編
集
室
が
作
成
し

た
も
の
で
あ
り
、
税
務
訴
訟
資

料
が
刊
行
さ
れ
れ
ば
税
務
訴
訟

資
料
の
判
決
要
旨
に
置
換
え
ら

れ
ま
す
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
編
集

室
が
作
成
し
た
一
次
情
報
は
、

裁
判
官
の
判
断
の
道
筋
が
分
か

る
よ
う
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
一
次

情
報
は
上
訴
関
係
を
一
覧
で
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
検
索
結
果
の
画
面
か
ら

控
訴
審
、
上
告
審
を
ク
リ
ッ
ク

一
つ
で
瞬
時
に
呼
び
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
は

内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
利
便
性
に

も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

３
、今
月
取
り
上

げ
る
判
決

判
決
を
真
に
自
己
解
決
に
活

用
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
判
決

が
確
定
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
最
終
的
に
最
高
裁
判
所

の
判
断
を
も
っ
て
判
決
の
効
力

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
月
は
、
同
一
の
事
案
で
あ

り
な
が
ら
裁
判
所
の
判
断
が
分

か
れ
、
上
告
中
で
あ
る
判
決
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

争
点：

ホ
ス
テ
ス
報
酬

の
源
泉
徴
収
義
務
／
所

令
３
２
２
条
「
計
算
期

間
の
日
数
」
の
意
義

ホ
ス
テ
ス
報
酬
の
源
泉
徴
収

に
当
た
り
、
控
除
額
と
し
て
所

令
３
２
２
条

に
「
５
０
０
０
円

に
当
該
支
払
金
額
の
計
算
期
間

の
日
数
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金

額
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
計
算
期
間
」
が
実
際
の

出
勤
日
数
の
合
計
な
の
か
、
又

は
一
定
の
集
計
期
間
で
あ
る
の

か
を
争
点
と
す
る
判
決
で
す
。

�
平
１８
・
３
・
２３
東
京
地

裁
・
Ｚ
８
８
８

１
２
７

７
（
棄
却
）

平
１８
・
１２
・
１３
東
京
高
裁

・
Ｚ
８
８
８

１
２
７
８

（
棄
却
）

�
平
１８
・
５
・
１０
横
浜
地

裁
・
Ｚ
８
８
８

１
１
８

１
（
一
部
取
消
し
）

平
１９
・
３
・
２７
東
京
高
裁

・
Ｚ
８
８
８

１
２
８
９

（
控
訴
棄
却
）

�
平
１８
・
１１
・
２１
東
京
地

裁
・
Ｚ
８
８
８

１
３
１

７
（
一
部
取
消
し
）

平
１９
・
６
・
１２
東
京
高
裁

・
Ｚ
８
８
８

１
３
２
７

（
控
訴
棄
却
）

�
と
�
の
判
決
の
控
訴
人
は
税

務
署
長
で
す
。
全
く
同
一
の
事

案
で
あ
り
な
が
ら
、
裁
判
所
の

法
解
釈
は
分
か
れ
て
い
ま
す
。

�
の
判
決
で
は
、
原
則
と
し

て
文
理
解
釈
に
徹
す
べ
き
で
は

あ
る
が
、
法
令
の
趣
旨
・
目
的

を
十
分
参
酌
し
て
そ
の
文
言
を

解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立

場
を
と
り
、
所
令
３
２
２
条
に

規
定
す
る
控
除
額
は
必
要
経
費

に
限
り
な
く
近
似
さ
せ
る
こ
と

に
意
義
が
あ
る
か
ら
、
同
上
の

計
算
期
間
は
実
際
の
出
勤
日
数

を
い
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。

一
方
�
及
び
�
の
判
決
は
、

租
税
法
の
解
釈
は
成
文
法
の
文

理
解
釈
が
原
則
で
あ
り
、
通
則

法
１０
条
１
項
に
規
定
す
る
期
間

の
意
義
と
の
整
合
性
、「
計
算

期
間
の
日
数
」
を
暦
上
の
日
の

数
と
解
す
る
こ
と
に
格
別
不
自

然
な
点
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と

等
か
ら
す
れ
ば
、
同
期
間
は
集

計
期
間
の
暦
上
の
日
数
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
ま
す
。

法
解
釈
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
対

局
に
あ
る
事
例
で
す
が
、
最
高

裁
の
判
断
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

争
点：

更
正
の
請
求
／

計
算
誤
り
／
税
額
控
除

の
適
用

法
人
税
法
上
の
税
額
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
明
細
書

を
作
成
す
る
過
程
で
転
記
ミ
ス

等
を
し
た
た
め
に
税
額
が
過
大

で
あ
っ
た
と
し
て
通
則
法
２３
条

１
項
の
更
正
の
請
求
が
認
め
ら

れ
る
ど
う
か
を
争
点
と
す
る
判

決
で
す
。

�
平
１８
・
１
・
２６
熊
本
地

裁
・
Ｚ
８
８
８

１
１
６

０
（
一
部
取
消
し
）

平
１８
・
１０
・
２４
福
岡
高
裁

・
Ｚ
８
８
８

１
２
５
１

（
原
判
決
取
消
し
）

�
平
１８
・
２
・
１３
大
分
地

裁
・
Ｚ
８
８
８

１
０
５

４
（
棄
却
）

平
１９
・
５
・
９
福
岡
高
裁

・
Ｚ
８
８
８

１
２
４
４

（
原
判
決
取
消
し
）（
納
税

者
勝
訴
）

�
の
判
決
は
法
法
６８
条
の
所
得

税
額
控
除
の
事
例
で
あ
り
、
�

は
法
法
６９
条
の
外
国
税
額
控
除

の
事
例
で
す
。
ど
ち
ら
も
「
…

当
該
金
額
と
し
て
記
載
さ
れ
た

金
額
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
判

断
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
、
最
高
裁
の
判
断
が
待
た

れ
る
事
例
で
す
。

正
木

洋
子﹇
目
黒
﹈

【
お
詫
び
】
平
成
２０
年
４

月
２４
日
現
在
、
税
法
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
、
サ
ー
バ
ー

ダ
ウ
ン
の
た
め
検
索
が
で

き
な
い
状
況
で
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
大
変
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
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